
楽曲の印象と好みに与えるテンポの影響 
倉島研 金地美知彦 畑山俊輝 

 
被験者は同一の楽曲を様々なテンポで聴取した。被験者はそれぞれについて印象評定を行い、

同時にテンポの好みの程度を判断した。印象評定に用いた 44 形容語について因子分析を行った
ところ、「明るさ」「速さ」「くつろぎ」の 3因子が抽出された。これらの因子は 80bpmから 240bpm
のすべてのテンポ条件で抽出された。また被験者に最も好まれたテンポは 160bpmから 180bpm
であった。これらのテンポの時、3つの因子の平均評定値は高い順に「明るさ」、「くつろぎ」、「速
さ」となった。各因子の平均評定値がこのような順番となる時に好みのテンポという印象が生じ

ると考えられる。 
 

Influence of varying music tempos on musical perception and preference. 
KURASHIMA Ken, KANACHI Michihiko, HATAYAMA Toshiteru 

 
 Subjects listened to a musical piece with different conditions of tempos. They rated musical 
impression and preference every condition. We analyzed the data by factor analysis: we 
extracted three factors named as “Brightness”, “Speed”, and “Relaxation”. These factors were 
extracted from all tempo conditions. The most favorite tempos were 160bpm and 180bpm. In 
these tempos, the three factors of “Brightness”, “Relaxation”, and “Speed” were plotted in 
decreasing order of the averages of rated scores. We suggested that the order of these 
factors would play an important role in producing feelings of favorite tempos. 
 

【背 景】 
音楽の印象に影響を与える要因としてテ

ンポは重要である。例えば、岩永 (1996)は
Gundlach(1935)と Hevner(1937)の研究を概
括しテンポの重要性を指摘している。 
これまで音楽においてどのようなテンポ

が好まれるのかについては様々な研究が行わ

れてきた。しかし、テンポの異なる音楽を刺

激として用いるのか、ある音楽のテンポを変

化させて刺激として用いるのかという手続上

の違いに加え、刺激として用いられた音楽を

知っているかどうかで好みのテンポが異なり、

一貫した結論が得られていない(岩永,1996)。
そのため、岩永(1996)はこれらの点を考慮し
て実験を行った。その結果、テンポの異なる

音楽を用いた場合、既知の曲では曲のテンポ

に関わらず一貫して好まれ、未知の曲ではテ

ンポが速い曲ほど好まれるという結果が得ら

れた。また、ある音楽のテンポを変化させて

用いた場合には、既知の曲ではオリジナルテ

ンポに近いテンポが好まれやすく、未知の曲

では中程度のテンポに好みがまとまりやすい

ということが分かった。岩永・坂上・矢内

(1989;1990;1991;1992;1993)と岩永(1996)は
音楽のテンポの好みと生理反応の関係につい

ても探っており、心拍数の整数倍のテンポが

好まれやすいと報告している。 
音楽の印象評定では谷口が音楽の感情的

側面を記述する形容語を集め感情価測定尺度

(AVSM)を作成し、100曲近い音楽作品の感情
価を測定している(谷口,2000)。また音楽のテ
ンポと印象の関係を調べるために印象評定を

用 い た 研 究 に 岩 永 (1991)、 Iwanaga & 
Tsukamoto(1998)、Rigg(1940)がある。岩永
(1991)は、呈示するテンポが速くなるほど「明
るい」、「にぎやかな」、「せかせかした」など
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運動性に関する印象を受けることを指摘した。

Iwanaga & Tsukamoto(1998)は、活動性因子
と感情因子という２因子を仮定し、それらに

負荷の高い形容語の平均評定値を用いて因子

の強さの変化を調べたところ、曲の既知度に

関わらずテンポが上がると活動性因子に負荷

の高い形容語の平均評定値が高くなった。ま

た、既知の曲でオリジナルテンポが遅い曲で

は遅いテンポで感情因子に負荷の高い形容語

の平均評定値が高くなり、テンポが速くなる

につれて平均評定値が低くなったと述べてい

る。Rigg(1940)はテンポが速くなれば楽しい
印象を受け、遅くなればその逆の印象を受け

ることを指摘した。 
音楽の好みのテンポとテンポの変化によ

る印象の変化については以上のような研究が

なされているが、好みのテンポの時の印象の

構造やテンポによる印象の詳細な変化につい

ては検討されていない。そこで本研究では、

テンポの変化による印象の変化をより詳細に

分析し、かつ好みのテンポとの関連を明らか

にすることを目的とした。 
 

【方 法】 
被験者 実験の被験者は大学生 266名（男性
122名、女性 144名、平均年齢 18.7±1.0歳）
であった。実験は２グループに分けて行われ、

第 1 グループの被験者は 135 名(男性 61 名、
女性 74 名、平均年齢 18.7±1.2 歳)、第 2 グ
ループの被験者は 131 名(男性 61 名、女性
70名、平均年齢 18.7±0.9歳)であった。 
 
刺激 音楽ソフト(singer song writer7.0)を
用いて、ショパン作曲「ロッシーニの主題に

よる変奏曲」のテーマの旋律部分をピアノの

音色で演奏したＭＤを作成した。上記の曲を

使用したのは、曲の知名度が高くないことか

ら好みのテンポに影響を与える学習の要因を

除くことができること、フルートの曲である

ためメロディーが単旋律であり、和音や伴奏

の要因を除いてメロディーのみの効果を見る

のに適していると考えたからである。また変

奏曲のテーマ部分を使用したのは、テーマが

「楽曲の基礎となる素材で、作品の意図が端

的に表現されたもの」(音楽中辞典)と定義さ
れているように、メロディーの構造が明確で

分かりやすいと考えられるからである。なお、

刺激は 60bpm、80bpm、100bpm、120bpm、
140bpm、 160bpm、 180bpm、 200bpm、
220bpm、240bpmの 10種類のテンポ条件を
用意した。 
 
手続き 実験は授業時間を用いて行った。教

室前部の机上に置いた AIWA MDCD プレイ
ヤーでスピーカーを通して最大音量で刺激を

提示した。被験者はまず 60bpm の刺激を聴

取し、練習試行として刺激の印象評定を行っ

た。その後、ランダムな順序で 80bpm～
240bpm の刺激を聴取し、同様に印象評定を
行った。なお、提示順序は第 1グループと第
2 グループで異なっており、グループ間で順
序効果を相殺させてある。楽曲の印象評定に

はテンポの好みに関連すると考えられる 44
形容語を用いた。これらの形容語は Iwanaga 
& Tsukamoto(1998)、岩永(1991)、Rigg(1940)
など音楽のテンポの好みや印象に関する研究、

及び谷口の感情価測定尺度(AVSM)で用いら
れた形容語を主として、その他の広く印象評

定に用いられた形容語を集め、その中から筆

者が好みのテンポに関わると判断し選定した

ものから構成された。各試行の最後にはテン

ポの好みの程度と音楽としての適切さの程度

を問う項目があった。尺度はすべて単極尺度

で５件法 (1.当てはまらない～5.非常によく
当てはまる)となっている。刺激の呈示時間は、
60bpm の刺激は約 1 分間、80bpm から

240bpm の刺激は約 3分間提示した。被験者
には刺激の提示中に評定を終えるように教示

した。被験者はすべての試行を終えた後に評

定用紙の最後で刺激楽曲を聴いたことがある

かどうかを問う項目に答えた。 
 

【結 果】 
 第 1グループと第 2グループの実験の結果
を総合して分析を行った。60bpmの条件は練
習試行であるため、60bpmに関するデータは
分析から除外した。その後、80bpm から

240bpm の９条件について個別に 44 形容語
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について因子分析(最尤法、プロマックス回
転)を行い、それぞれ 3因子を抽出した。例と
して表 1に 120bpmの因子分析の結果を示す。
第 1因子は「楽しい」「うれしい」「明るい」
など、好ましさや明るさを示す項目に負荷

が高かったことから「明るさ」と命名した。

第 2因子は「緊張した」「スリルのある」「興
奮した」など、速度が増すことによって喚

起される印象を示す項目に負荷が高かった

ことから「速さ」と命名した。第 3 因子は
「安定した」「安心する」「温かい」など、

ゆったりと安心できることを示す項目に負

荷が高かったことから「くつろぎ」と命名

した。これらの 3 因子はすべてのテンポ条
件で抽出された。そこで、すべてのテンポ

条件で因子負荷が共通して高い形容語を

「明るさ」から 4語、「速さ」から 4語、「く
つろぎ」から 4語選出し(表 2)、それぞれの
形容語の平均評定値を各因子の強さとみな

すこととした。このようにして各テンポ条

件による各因子の強さを示すグラフを描い

たところ図 1 のようになった。さらに各試
行の最後にはテンポの好みの程度と音楽とし

ての適切さの程度を問う項目があったが、そ

の平均評定値をテンポ条件ごとに示したのが

図 2である。音楽としての適切さを問う項目
は、ここではテンポ感強度と言い換えてある。

テンポ感強度は 1 を遅すぎる、2 を遅い、3
を適切なテンポ、4 を速い、5 を速すぎると
したスケールである。 
 テンポの好みの程度について被験者内 1要
因の分散分析を行った。その結果、テンポの

効 果 は 有 意 で あ っ た (F(8,2112)=89.811, 
p<.001)。ライアン法を用いた多重比較によれ
ば、100bpm と 240bpm の間、120bpm と

220bpm の間、140bpm と 180bpm の間、

160bpm と 200bpm の間を除き、すべて 5％
水準で有意な差があった。このことから

140bpmから 200bpmの間はそれ以外のテン
ポよりもより好まれたと言える。テンポ感強

度について被験者内 1要因の分散分析を行っ
た。その結果、テンポの効果は有意であった

(F(8,2112)=638.744, p<.001)。ライアン法を
用いた多重比較によれば、 160bpm と

180bpm の間を除き、すべて 5％水準で有意
な差があった。160bpmと 180bpmで平均評
定値が 3(適切なテンポ)前後であることから
も、160bpmから 180bpmが音楽として適切
なテンポであり、ここを中心として 200bpm
以上では速いと感じられ、140bpm 以下では
遅いと感じられたと言える。テンポの好みの

程度とテンポ感強度の結果を総合すると最も

好まれるテンポは 160bpmから 180bpmの間
にあると考えられる。さらに、被験者内 2要
因の因子(3)×テンポ(9)の分散分析を行った。
そ の 結 果 、 交 互 作 用 が 有 意 で あ っ た

(F(16,4096)=279.654, p<.001)。そこで各テ
ンポにおける因子の単純主効果を分析したと

ころ、80bpm から 240bpm すべてのテンポ

において、因子に有意な差があった(p<.001)。
ライアン法による多重比較の結果、すべての

因子間に 5％水準で有意な差があった。次に
各因子におけるテンポの単純主効果を分析し

たところ、すべての因子において、テンポに

有意な差があった(p<.001)。ライアン法によ
る多重比較の結果、「明るさ」においては

140bpmと 160bpmの間、140bpmと 180bpm
の間、140bpmと 240bpmの間、160bpmと
180bpm の間、160bpm と 240bpm の間、

180bpmと 200bpmの間、180bpmと 240bpm
の間、200bpmと 220bpmの間を除いてすべ
て 5％水準で有意な差があった。このことか
ら「明るさ」は 200bpmから 220bpmでもっ
とも強く感じられ、また 140bpm から

240bpmで感じられる「明るさ」は 80bpmか
ら 120bpmで感じる「明るさ」よりも強いと
言える。「速さ」においては、 80bpm と

100bpm の間、140bpm と 160bpm の間、

140bpmと 180bpmの間、160bpmと 180bpm
の間 200bpmと 220bpmの間、を除いてすべ
て 5％水準で有意な差があった。このことか
ら「速さ」は 80bpm から 100bpm の段階、
120bpmの段階、140bpmから 180bpmの段
階、200bpm から 220bpm の段階、240bpm
の段階に分けられ、テンポを増すごとに「速

さ」の印象が強まると言える。「くつろぎ」に

おいては 80bpmと 160bpmの間、80bpmと
180bpm の間、100bpm と 120bpm の間、
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100bpmと 140bpmの間、120bpmと 140bpm
の間、160bpmと 180bpmの間を除いてすべ
て 5％水準で有意な差があった。このことか
ら、「くつろぎ」は 80bpmから 180bpmまで
は多少の増減があるが比較的一定で、

200bpm 以上のテンポでは徐々に減少すると
言える。 
 
表 1 120bpm の因子分析の結果  

第 1 因子第 2 因子 第 3 因子
形容語 

明るさ 速さ くつろぎ

４．うれしい 0.925 -0.105 -0.141 

８．楽しい 0.912 -0.072 -0.065 

２３．軽やかな 0.894 -0.107 -0.126 

２．好きな 0.769 -0.191 0.151 

１９．明るい 0.758 0.005 -0.013 

１４．陽気な 0.731 -0.017 0.002 

１６．興奮した 0.005 0.733 0.055 

２１．せかせかした -0.068 0.685 -0.121 

３４．派手な 0.124 0.656 -0.029 

３８．複雑な 0.070 0.654 -0.034 

２０．緊張した -0.320 0.654 0.188 

９．スリルのある 0.007 0.628 -0.012 

３６．安心する 0.112 -0.029 0.742 

３０．安定した 0.155 -0.216 0.735 

３５．温かい 0.119 -0.023 0.703 

４２．慎重な -0.378 0.223 0.684 

１３．時間のある -0.236 0.173 0.645 

４３．柔らかい 0.152 -0.037 0.637 

※各因子に負荷の高いもの 6 項目ずつを抜粋

 
表 2 9 条件すべてにおいて負荷の高かった形容語

「明るさ」因子 因子負荷 

うれしい 0.83 

楽しい 0.83 

明るい 0.73 

陽気な 0.68 

「速さ」因子  

緊張した 0.59 

スリルのある 0.56 

興奮した 0.56 

せかせかした 0.45 

「くつろぎ」因子  

安定した 0.67 

安心する 0.62 

温かい 0.61 

柔らかい 0.57 

※因子負荷は 9 条件中で最低の値 

 

図１．３因子に関係する形容語の平均評定値
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【考 察】 

 本実験の結果、本楽曲の好みのテンポは

140bpm から 200bpm の間にあると考えら
れる。好みの程度は 80bpm から 140bpm
に向かって段階的に高まり、140bpm でピ

ークを迎える。また 200bpmから 240bpm
に向かっては段階的に好みの程度が低くな

っている。このことから好みの程度はテン

ポの変化にしたがって逆Ｕ字型の変化を示

すことが分かるが、160bpm で好みの程度

がいったん減少することが疑問となる。ま

ず、これは被験者を 2 グループに分けて順
序効果を相殺するという操作に失敗した可

能性が示唆される。第 1 グループは①
60bpm(練習 )、②220bpm、③160bpm、④
180bpm、⑤240bpm、⑥100bpm、⑦120bpm、
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⑧200bpm、⑨80bpm、⑩140bpm、第 2グル
ープは① 60bpm（練習）、② 160bpm、③
240bpm、④180bpm、⑤100bpm、⑥140bpm、
⑦120bpm、⑧80bpm、⑨200bpm、⑩220bpm
の順序で刺激を呈示したが、160bpm の刺激
は両群とも前半の試行である。このことから、

まだ後半に良いテンポがあるのではないかと

いう被験者の期待から好みの程度に関して低

めの評定をした可能性がある。仮に順序効果

の相殺に成功しているのだとすれば、

160bpm でのテンポの好みの程度の低下は、
好みのテンポのピークを 140bpmとする群と
180bpm とする群の 2群を総合したことによ
る結果を示しているのかもしれない。例えば、

今回の第 1グループと第 2グループは実験を
行った時間帯が多少異なるためサーカディア

ンリズムの変動による好みのテンポのシフト

があったと考えられるかもしれないし、テン

ポの好みに性差があり、例えば 180bpmのテ
ンポを好む男性群と 140bpmを好む女性群を
総合した結果を示しているのかもしれない。

しかし、これらの点については本研究では検

証していない。 
さて、音楽として適切なテンポかを問う項

目から得られたテンポ感強度の変化を見る

と、まず、テンポが速くなるにしたがって

テンポ感強度が高くなるという線的な変化

をしていることが分かる。その中で例外は

160bpm と 180bpm のテンポである。この
二つのテンポの間でのみ平均評定値に有意

差がない。このとき 160bpmと 180bpmの
平均評定値はほぼ 3 であるが、これはこの
テンポが音楽として遅くも速くもない適切

なテンポであることを意味している。この

ことから、160bpm から 180bpm を中心と
して、それより遅いテンポは順に遅いと感

じられてゆき、それより速いテンポは順に

速いと感じられていくことが分かる。 
好みの程度とテンポ感強度の二つの平均

評定値の変化から、まず、好みのテンポは

音楽として適切なテンポとほぼ一致すると

いうことが言える。それは好みのテンポが

140bpm から 200bpm、音楽として適切な
テンポが 160bpmから 180bmpという結果

から分かることだが、この点についてさら

に考察すると、遅くも速くも感じない音楽

として適切なテンポが好みのテンポの中心

に位置し、その前後、つまり少し遅く感じ

る、少し速く感じるテンポがまだ好みのテ

ンポとして許容されているのではないかと

いう考えが浮かぶ。これらのことから、本

楽曲で最も好まれたテンポは 160bpmから
180bpmであると結論することとする。 
次に各因子の強さを示すグラフ図 1 に目

を向けると、まず各因子とも 160bpm と

180bpm の間には平均評定値に有意差はな

く、ほぼ等しいことが分かる。かつ、因子

間の平均評定値の差は結果でも示したとお

り、すべてのテンポ条件で有意であった。

このことより、楽曲の好みのテンポ時に生

じる印象は「明るさ」が最も強く、「くつろ

ぎ」がそれに続き、「速さ」が最低となって

いることが分かる。この各因子の強さの順

序は 140bpmでも生じているが、グラフを
みると 160bpmから 180bpmで最も顕著に
見られる。因果関係は明らかではないが、

各因子がこのような順序で生じるテンポが

楽曲の好みのテンポとなるのではないか。 
なお、「明るさ」については 80bpmから

140bpm に向かって高まっている。それと

同様にテンポの好みの程度も 80bpm から

140bpm に向かって高まっているため、こ

の 2 者間にはなんらかの強い関連があると
思われる。このことから、「明るさ」は楽曲

の好みと最も直接的に関わる要因で、それ

は楽曲のもっている表現そのものではない

かと考えられる。しかし、図 1 を見て分か
るように「明るさ」が高まっても 200bpm
以上のテンポになると「速さ」も高まり「く

つろぎ」が低くなることから好みのテンポ

ではなくなってしまう。これらのことは

我々が切迫感なく寛げる範囲で最も「明る

さ」を感じるテンポを好むことを示してい

るようだ。 
本研究では、個々の因子の強さの順序が

好みのテンポを規定する様を見てきた。こ

れらの結果は当然、刺激となる楽曲や使用

される音色でも異なる可能性がある。しか
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し、重要な点はそこではない。例えば、

LeBlanc, A., Colman, J., McCrary, J., 
Sherrrill,  C. & Malin,  S.(1988) や
Baruch,  C., Panissal_Vieu,  N., & 
Drake, C. (2004)が年齢による好みのテン
ポの違いを指摘している。しかし、その違

いが何によって生じているのかについては

明らかにしていない。このような疑問につ

いて、本研究の手法を用いれば新たな知見

が得られるのではないか。すなわち、享受

したい印象が異なっているから年齢によっ

て好みのテンポが異なるのか、年齢に関わ

らず同じ印象を享受したいのだがそれを感

じるテンポが異なってくるのかということ

が明らかになり、人のテンポの認知につい

てより根源的な問題にアプローチすること

ができると思われるのである。 
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